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平成26年12月1日現在
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謹
ん
で
初
春
の
ご
挨
拶
を
申
し
あ

げ
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
町
政
を
預
か
っ
て
二
期

目
の
年
と
な
り
、
新
た
な
気
持
ち
で

町
の
発
展
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
向

け
全
力
を
尽
く
し
た
一
年
で
し
た
。

十
二
月
は
突
然
の
衆
議
院
議
員
選

挙
で
、
国
政
も
慌
た
だ
し
い
年
越
し

と
な
り
ま
し
た
。

本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
太
郎
八

須
地
区
に
お
け
る
津
波
一
時
避
難
場

所
の
完
成
、
全
町
民
対
象
の
防
災
訓

練
の
実
施
、
ま
た
、
中
村
地
区
の
避

難
タ
ワ
ー
の
建
設
、
老
人
憩
の
家
の

耐
震
工
事
な
ど
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
め
ざ
し
て
、
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。

八
月
は
相
次
ぐ
台
風
の
来
襲
に
よ

り
県
内
で
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た

と
こ
ろ
も
あ
り
、
改
め
て
、
災
害
の

怖
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
本

町
で
は
四
月
に
新
設
し
た
危
機
情
報

管
理
室
を
中
心
に
、
防
災
計
画
に
基

づ
き
対
応
い
た
し
ま
し
た
。
し
か
し

災
害
は
そ
の
都
度
状
況
が
変
わ
り
、

そ
の
場
の
状
況
に
合
う
よ
う
に
対
応

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ど
ん
な

場
合
も
冷
静
に
最
善
の
対
応
が
で
き

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
よ
り
一
層
、
安
心
・
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
町
民
の
皆

様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。そ

の
他
、
予
定
し
て
お
り
ま
し
た

老
人
憩
の
家
の
耐
震
改
修
工
事
四
ケ

所
も
す
べ
て
完
了
し
、
松
茂
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
事
業
及

び
町
道
三
〇
八
号
線
に
つ
い
て
も
順

調
に
開
通
に
向
け
進
ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
の
所
信
表
明
で
も
一

番
に
掲
げ
て
お
り
ま
す
、「
子
育
て

支
援
」
の
中
で
小
学
四
年
生
の
希
望

者
を
対
象
に
し
た
血
液
検
査
を
実
施

し
ま
し
た
。
そ
の
検
査
結
果
に
よ
り

病
気
の
早
期
発
見
に
成
果
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
後
も
引
き
続

き
実
施
し
、
子
供
た
ち
が
健
や
か
に

学
べ
る
環
境
整
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

高
齢
者
・
障
が
い
者
支
援
で
は
、

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
完
成
に
よ
り
在
宅
、
施
設
両
面
か

ら
の
手
厚
い
福
祉
を
目
指
し
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
高
齢
者
が

で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
本
町
で
、

そ
の
有
す
る
能
力
に
応
じ
自
立
し
た

日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
手
助
け
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
今
年
は
介
護
保
険
法
改
正
に

よ
る
本
町
と
し
て
の
、
よ
り
よ
い

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
す
べ
て
の
福
祉

事
業
の
確
立
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

地
方
創
生
の
取
り
組
み
が
言
わ
れ

る
中
で
、
北
島
町
と
し
て
も
今
ま
で

以
上
に
町
の
方
針
を
明
ら
か
に
し
、

町
民
の
皆
様
と
の
連
携
を
図
り
、
持

ち
前
の
「
決
断
力
」
と
「
実
行
力
」

を
活
か
し
て
各
種
施
策
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

「
子
育
て
支
援
」「
地
域
の
活
性

化
」「
安
心
、
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」

「
都
市
基
盤
整
備
」
に
昨
年
同
様
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ

り
ま
す
の
で
、
お
力
添
え
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
は
、
第
五
次
振
興
計
画
の
策

定
、
都
市
再
生
整
備
計
画
の
各
種
事

業
の
推
進
、江
尻
、新
喜
来
の
防
災
施

設
の
建
設
、
子
育
て
支
援
の
充
実
、

北
島
南
小
学
校
防
音
事
業
、
介
護
保

険
制
度
の
改
正
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の

確
立
、下
水
道
整
備
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
円
滑
な
制
度
導
入
に
向
け
て
の
整

備
、地
域
の
雇
用
拡
大
、商
工
会
と
の

連
携
に
よ
る
活
性
化
対
策
等
多
く
の

課
題
が
あ
り
ま
す
。
本
町
と
い
た
し

ま
し
て
も
、
一
日
も
早
い
事
業
の
推

進
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
町
民
の

皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
ご
多
幸

を
祈
念
申
し
上
げ
て
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新新
年年
のの
ごご
挨挨
拶拶

「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

町
長

古
川

保
博

新
年
の
ご
挨
拶

お 知 ら せ

「毎月20日はあいさつ運動の日です」

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

1月のあいさつ運動は1月20日㈫に行います。
明けましておめでとうございます。
今年も地域であいさつ運動の輪をひろげましょう。

北島町青少年健全育成町民会議

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

日
ご
ろ
は
公
報
委
員
会
活
動
に
ご

理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
心
よ

り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

安
心
・
安
全
な
町
づ
く
り
に
取
り

組
む
行
政
の
情
報
や
行
事
を
わ
か
り

や
す
い
活
字
に
し
て
発
信
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
皆
様
方
に
確
実
に
行
き
届

い
た
事
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

公
報
・
広
聴
の
必
要
性
を
充
分
に

ご
理
解
い
た
だ
き
、
私
達
公
報
委
員

一
同
、
よ
り
親
し
ま
れ
る
町
公
報
紙

作
り
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今

後
と
も
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

新
年
に
あ
た
り
皆
さ
ま
の
ご
健
康

と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
し
て
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

委
員
長

山
田

幸
晴

副
委
員
長

音
沢

興
夫

委
員

安
田
恵
美
子

委
員

田
村

道
夫

委
員

横
田

清
文

委
員

三
輪

富
子

委
員

小
林

喜
代

事
務
局
（
総
務
課
）

福
井
美
穂
子
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
晴
れ
や
か
な
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
、
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日

頃
よ
り
、
議
会
活
動
を
は
じ
め
、
行

政
事
業
及
び
諸
行
事
等
に
ご
協
力
を

賜
り
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

先
に
町
の
情
勢
で
す
が
、
人
口
は

平
成
十
九
年
に
二
万
千
人
を
超
え
、

現
在
は
二
万
二
千
五
百
人
と
増
加
傾

向
に
あ
り
、
進
展
を
感
じ
ま
す
。
ま

た
既
に
ご
存
知
の
よ
う
に
既
存
の
企

業
・
量
販
店
に
加
え
、
大
手
薬
品
工

業
・
終
日
営
業
の
量
販
店
の
進
出
な

ど
で
新
た
な
税
収
も
見
込
め
る
よ
う

に
な
り
、
県
内
自
治
体
の
財
政
力
で

は
徳
島
市
に
続
き
四
番
目
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
他
の
自
治
体
同
様
、
発

生
が
予
測
さ
れ
る
巨
大
地
震
や
集
中

豪
雨
な
ど
を
想
定
し
た
災
害
対
策
。

高
齢
化
に
よ
る
買
い
物
や
ゴ
ミ
出
し

な
ど
の
生
活
支
援
、
ま
た
自
治
会
・

各
種
団
体
の
次
世
代
育
成
問
題
な
ど

直
面
す
る
課
題
が
多
い
こ
と
も
事
実

で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

議
会
は
更
な
る
民
意
の
集
約
を
図
る

こ
と
と
、
住
民
の
方
に
と
っ
て
身
近

な
組
織
で
あ
る
べ
き
と
の
指
針
で

様
々
な
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

議
会
費
の
削
減

以
前
か
ら
議
員
の
定
数
削
減
が
進

め
ら
れ
、
平
成
十
一
年
の
統
一
地
方

選
挙
で
二
十
か
ら
十
八
名
に
改
正
。

平
成
十
九
年
の
選
挙
で
は
定
数
が
十

八
か
ら
十
六
名
、
更
に
平
成
二
十
三

年
の
選
挙
か
ら
定
数
十
六
か
ら
十
四

名
に
削
減
さ
れ
ま
し
た
。

各
条
例
の
制
定

平
成
十
七
年
に
議
員
自
身
を
律
す

る
政
治
倫
理
条
例
が
制
定
さ
れ
、
平

成
二
十
一
年
に
は
改
革
指
針
の
基
盤

と
な
る
議
会
基
本
条
例
を
制
定
。
こ

れ
に
よ
り
、
全
町
住
民
の
方
を
対
象

と
し
た
議
会
報
告
会
が
開
催
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

情
報
公
開
と
映
像
配
信

平
成
十
一
年
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

に
よ
る
本
会
議
場
の
放
映
開
始
、
平

成
二
十
二
年
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
映
像
配
信
を
開
始
し
ま
し
た
。

ま
た
平
成
十
四
年
か
ら
本
会
議
場
と

委
員
会
の
会
議
録
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
た
な
会
議
の
開
催

平
成
一
九
〜
二
十
年
に
は
義
務
教

育
に
お
け
る
民
主
主
義
の
再
認
識
を

目
的
に
中
学
生
議
会
を
開
催
。
そ
の

後
の
女
性
議
会
で
は
婦
人
会
・
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
な

ど
の
代
表
者
に
よ
る
一
般
質
問
を
開

催
。
更
に
一
般
会
議
と
し
て
、
老
人

ク
ラ
ブ
・
婦
人
会
・
商
工
会
な
ど
、

各
団
体
の
代
表
者
か
ら
ご
意
見
や
課

題
を
伺
い
ま
し
た
。

広
報
委
員
会
の
設
置

平
成
二
十
年
に
は
議
会
広
報
編
集

特
別
委
員
会
を
設
置
。
こ
れ
に
よ
り

町
内
の
教
育
施
設
や
排
水
機
場
な
ど

へ
の
視
察
、
各
議
員
研
修
の
内
容
な

ど
を
議
会
独
自
で
編
集
し
、
発
行
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

各
委
員
会
の
活
動
費
用

現
在
、
議
会
及
び
行
財
政
改
革
、

災
害
対
策
な
ど
、
各
施
策
を
進
め
る

に
お
い
て
、
先
進
自
治
体
や
被
災
地

で
の
研
修
は
必
要
不
可
欠
と
の
方
針

で
、
調
査
研
究
費
と
し
て
議
員
一
人

に
年
間
十
万
円
が
予
算
化
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
主
に
委
員
会
単
位
で

視
察
研
修
を
行
う
予
算
と
し
て
各
種

施
策
を
審
議
す
る
上
で
、
非
常
に
役

立
っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
、
改
革
項
目
の
一
部
を
お
示

し
致
し
ま
し
た
が
今
後
共
、
各
種
の

改
革
に
取
り
組
み
ま
す
の
で
、
幅
広

い
分
野
の
ご
提
案
、
ご
意
見
を
お
聞

か
せ
下
さ
い
。

最
後
に
、
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き

一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

新新
年年
のの
ごご
挨挨
拶拶

議
会
の
様
々
な
取
り
組
み

北
島
町
議
会
議
長

大
溝

典
幸

一
年
Ｃ
組

秋
山

彩
夏

防
災
力

高
め
て
親
し町

の
春

鯛
浜

松
浦

勝
江

天
の
位

おお
子子
ささ
まま
のの
教教
育育
資資
金金
をを

「「
国国
のの
教教
育育
ロロ
ーー
ンン
」」（（
日日
本本
政政
策策
金金
融融
公公
庫庫
））がが
ササ
ポポ
ーー
トト
！！

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高
校
、
短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各
種

学
校
や
外
国
の
高
校
、
大
学
等
に
入
学
・
在
学
す
る
お
子
さ
ま
を
お
持
ち

の
ご
家
庭
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

▼
融
資
額

お
子
さ
ま
一
人
に
つ
き
三
百
五
十
万
円
以
内

▼
金

利

年
二
・
二
五
％

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
年
一
・
八
五
％

（
平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
日
現
在
）

▼
返
済
期
間

十
五
年
以
内

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
十
八
年
以
内

▼
Ｈ

Ｐ

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
で
検
索

▼
問
い
合
わ
せ

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

〇
五
七
〇
―
〇
〇
八
六
五
六
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

ま
た
は
（
〇
三
）
五
三
二
一
―
八
六
五
六

2015．1 町報（３）



��������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� �������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

������������������

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
、
お
健
や
か

に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
た
び
、
は
か

ら
ず
も
教
育
委
員
皆
様
の
ご
推
薦
に

よ
り
委
員
長
に
選
任
さ
れ
、
そ
の
重

責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
皆
様
方
の
ご
支
援
ご
指
導
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
北
島
町
の
教
育
の

充
実
と
発
展
の
た
め
に
、
誠
心
誠
意

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

少
子
・
高
齢
化
の
進
行
、
高
度
情

報
化
の
進
展
、
国
際
化
、
核
家
族
化

の
進
行
等
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環

境
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
こ
れ

ら
に
対
応
す
る
た
め
、
国
、
県
に
お

い
て
は
各
分
野
で
教
育
改
革
が
進
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

国
に
お
い
て
は
、
小
中
学
校
の
道

徳
の
時
間
を
正
式
な
教
科
に
格
上
げ

す
る
「
道
徳
の
教
科
化
」、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
人
材
育
成
を
目
指
し
、
英
語

学
習
を
小
学
三
年
か
ら
前
倒
し
し
、

小
学
五
年
か
ら
は
正
式
な
教
科
に
す

る
と
と
も
に
、
中
学
で
は
日
本
語
を

使
わ
な
い
英
語
授
業
を
基
本
と
す
る

「
英
語
教
育
の
充
実
」、
い
じ
め
や

不
登
校
と
い
っ
た
問
題
行
動
が
中
学

一
年
生
で
激
増
す
る
「
中
一
ギ
ャ
ッ

プ
」
の
解
消
と
と
も
に
、
学
力
向
上

に
効
果
が
認
め
ら
れ
る
「
新
し
い
小

中
一
貫
校
」
の
制
度
化
、
教
育
委
員

長
と
教
育
長
を
一
本
化
す
る
な
ど
の

「
教
育
委
員
会
制
度
の
改
革
」、
点

数
主
義
か
ら
人
物
本
位
の
選
抜
へ
転

換
す
る
「
大
学
入
試
制
度
改
革
」、

土
曜
授
業
の
普
及
な
ど
、
次
々
と
教

育
改
革
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

県
に
お
い
て
も
、児
童
生
徒
の「
確

か
な
学
力
」
の
向
上
に
向
け
、「
徳

島
県
学
校
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
力
向
上

実
行
プ
ラ
ン
」
を
策
定
、
課
題
と
な

っ
て
い
る
「
知
識
・
技
能
を
活
用
し

て
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
」
を

育
成
す
る
と
と
も
に
、
自
ら
考
え
、

判
断
し
、
表
現
で
き
る
子
ど
も
を
育

成
す
る
た
め
に
「
阿
波
っ
子
学
び
の

ス
ス
メ
10
カ
条
」
を
策
定
、
実
践
、

「
か
か
わ
る
力
」
・
「
み
つ
め
る

力
」
・
「
す
す
む
力
」
・
「
え
が
く

力
」
の
四
つ
の
力
を
育
成
す
べ
き
能

力
・
態
度
と
し
、
子
ど
も
た
ち
が
主

体
的
に
未
来
を
切
り
拓
き
、
将
来
社

会
人
・
職
業
人
と
し
て
自
立
す
る
こ

と
が
で
き
る
力
の
育
成
を
図
る
「
キ

ャ
リ
ア
教
育
」
の
推
進
、
外
国
語
教

育
の
充
実
や
海
外
校
と
の
姉
妹
校
締

結
に
よ
る
積
極
的
な
交
流
の
推
進
等
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
教
育
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
町
教
育

委
員
会
に
お
い
て
は
、「
確
か
な
学

力
・
豊
か
な
心
・
健
や
か
な
体
」
と

知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

教
育
と
と
も
に
、
様
々
な
社
会
変
化

に
的
確
に
対
応
で
き
る
よ
う
「
自
ら

学
び
・
自
ら
考
え
・
行
動
す
る
」
と

い
う
『
生
き
る
力
』
を
身
に
つ
け
る

た
め
の
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、「
予

防
教
育
の
実
践
」「
言
語
活
動
の
活

性
化
」「
小
中
連
携
の
推
進
」「
家
庭

学
習
と
読
書
の
推
進
」
等
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
、
教
育
は
激
動
の
時
代
。
教
育

行
政
へ
の
期
待
は
益
々
大
き
く
、
多

様
化
し
て
き
て
お
り
、
教
育
委
員
会

に
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
『
変

革
す
る
力
』
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
北
島
町
の
児
童
生
徒
の
健
全
な

成
長
・
発
達
に
少
し
で
も
寄
与
で
き

る
よ
う
、
力
を
尽
く
し
て
参
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新新
年年
のの
ごご
挨挨
拶拶

「
生
き
る
力
」を
育
む

教
育
委
員
長

板
東

久
男

初
明
り

伸
び
行
く
街
を

包
み
け
り

北
村

仁
木
つ
と
む

地
の
位

職
員
採
用
試
験

社会福
祉法人

北
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

北
島
町
議
会
議
員
一
般

選
挙
の
立
候
補
予
定
者

説
明
会
・
立
候
補
届
出

事
前
審
査
の
開
催

【
立
候
補
予
定
者
説
明
会
】

▼
日

時

平
成
二
十
七
年
二
月
二

十
三
日
㈪
午
前
十
時

▼
場

所

北
島
町
総
合
庁
舎

五
階
地
域
交
流
室

【
立
候
補
届
出
事
前
審
査
】

▼
日

時

平
成
二
十
七
年
三
月
二

十
三
日
㈪
午
後
一
時
三

十
分
〜
四
時

▼
場

所

北
島
町
総
合
庁
舎

五
階
地
域
交
流
室

■
北
島
町
選
挙
管
理
委
員
会

☎
六
九
八
―
九
八
〇
四
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
は
、
お

健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ

た
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

又
、
日
頃
は
婦
人
会
の
活
動
に
何

か
と
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
わ

り
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
日
本
各
地
で
心
の
痛
む
自

然
災
害
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
年
は
明
る
く
穏
や
か
な
年
で
あ
っ

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
前
会
長
の
北
島
様
よ
り
引

き
継
ぎ
、
私
の
人
生
の
冒
険
が
始
ま

り
ま
し
た
。
経
験
不
足
で
至
ら
ぬ
所

が
多
く
会
長
に
は
不
向
き
な
事
は
良

く
わ
か
っ
て
い
ま
す
が
、
お
引
き
受

け
し
た
か
ら
に
は
微
力
な
が
ら
出
来

る
限
り
頑
張
ろ
う
と
自
分
に
言
い
聞

か
せ
る
毎
日
で
ご
ざ
い
ま
す
。
多
く

の
方
々
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
て
今
日
ま
で
い
ろ
い
ろ
多

く
の
事
を
体
験
・
勉
強
さ
せ
て
い
た

だ
き
一
歩
一
歩
と
進
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。
明
る
く
住
み
よ
い
北
島
町
を

め
ざ
し
て
、
私
た
ち
婦
人
会
も
時
代

の
要
請
に
応
じ
た
活
動
を
実
践
し
て

行
か
な
け
れ
ば
と
創
意
工
夫
し
力
を

合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

私
た
ち
婦
人
会
が
実
施
し
て
い
る

主
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
は

戦
没
者
追
悼
式
・
敬
老
会
・
福
祉
大

会
な
ど
の
町
の
行
事
の
お
手
伝
い
を

は
じ
め
と
し
て
、
赤
い
羽
根
共
同
募

金
・
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ふ
れ
合
い
ま
つ
り
・
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
球
根
の
植
付
け
作
業
・

献
血
活
動
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
、
県
立
防
災
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
た
「
と
く
し
ま
防
災
フ
ェ
ス

タ
二
〇
一
四
」
で
は
炊
き
出
し
訓
練

に
十
四
名
が
参
加
し
四
百
五
十
食
の

ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
（
ご
飯
）
と
カ
レ
ー

作
り
の
お
手
伝
い
を
い
た
し
ま
し
た
。

近
い
将
来
に
発
生
が
予
測
さ
れ
て
い

る
南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
と
す
る
地
震

対
策
が
叫
ば
れ
て
い
る
折
り
、
発
生

時
に
は
、
き
っ
と
役
立
つ
こ
と
で
し

ょ
う
。
フ
ジ
グ
ラ
ン
前
で
共
同
募
金

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
し
て
い
る
時

の
事
で
す
。
車
い
す
に
乗
っ
た
年
配

の
方
が
「
ご
苦
労
さ
ま
」
と
言
っ
て

ご
協
力
下
さ
い
ま
し
た
。
婦
人
会
は

社
会
福
祉
の
増
進
に
貢
献
し
、
い
つ

も
明
る
く
前
進
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
講
習
会
で
は
ふ
く
ろ
う
壁

飾
り
、
小
物
入
れ
を
和
気
あ
い
あ
い

と
制
作
し
町
の
文
化
祭
に
出
展
し
ま

し
た
。
何
を
す
る
に
も
健
康
が
一
番

で
す
。
会
員
の
皆
様
が
健
康
な
身
体

で
行
事
に
参
加
で
き
れ
ば
と
願
い
、

健
康
な
体
づ
く
り
の
講
義
と
料
理
講

習
会
を
い
た
し
ま
し
た
。

安
心
し
て
明
る
く
暮
ら
せ
る
北
島

町
の
た
め
に
私
た
ち
婦
人
会
の
で
き

る
範
囲
で
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
年
も
会
員
の
皆
様
と
共

に
婦
人
会
活
動
に
明
る
く
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
皆

様
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
指
導
を
頂

け
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。最

後
に
な
り
ま
し
た
が
会
員
の
皆

様
・
町
民
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

新新
年年
のの
ごご
挨挨
拶拶

気
力
と
笑
顔
で
！婦

人
会
会
長

菊
川

政
子

北
島
中
学
校
二
年

富
田

百
香

新
春
の

町
に
活
気
の

満
ち
あ
ふ
れ

鯛
浜

森

し
げ
る

人
の
位

北北
島島
町町
地地
域域
包包
括括
支支
援援
セセ
ンン
タタ
ーー

かか
らら
のの
おお
知知
らら
せせ

地
域
ふ
れ
あ
い
活
動

『
さ
さ
え
あ
い
サ
ー
ビ
ス
』2
月
開
始

昔
な
が
ら
の
さ
り
げ
な
い
お
手
伝

い
を
目
指
し
た
会
員
組
織
で
す
。

日
常
生
活
の
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り

ご
と
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

◆
掃
除
、洗
濯
、食
事
、付
添
い
、草
抜

き
、ゴ
ミ
出
し
、日
曜
大
工
な
ど

※
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

【
利
用
会
員
】
育
児
か
ら
介
護
ま
で
、

ど
な
た
で
も
利
用
可
能

【
対
象
地
域
】
北
島
町
内

【
利
用
可
能
日
】

要
相
談
（
祝
祭
日
以
外
）

【
利
用
料
金
】
一
時
間
千
円
（
チ
ケ

ッ
ト
制
・
交
通
費
別
途
）

【
会
員
制
】
登
録
費
各
千
円

・
協
力
会
員
（
サ
ポ
ー
タ
ー
）

・
利
用
会
員

・
賛
助
会
員

サ
ポ
ー
タ
ー
随
時
募
集
中
！

【
予
約
受
付
】

月
・
水
・
金
（
九
時
〜
十
六
時
）

※
ご
利
用
日
の
三
日
前
ま
で
に
ご
予

約
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

北
島
町
介
護
予
防
事
業
受
託
事
業
所

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
ゆ
う

☎
〇
九
〇
―
二
七
八
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三
五
八
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申告期限及び納期限

平成27年3月16日㈪

平成27年3月31日㈫

平成27年3月16日㈪

税 目

所得税及び復興特別所得税

消費税及び地方消費税

贈 与 税

提出書類受付時間

8時30分
から

17時00分

相談時間

9時00分
から

17時00分

受付時間

8時30分
から

16時30分

開設期間

平成27年2月2日㈪
から

平成27年3月16日㈪

振 替 日

平成27年4月20日㈪

平成27年4月23日㈭

税 目

所得税及び復興特別所得税

消費税及び地方消費税

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
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◇ご自宅のパソコンで申告書等の作成が出来ます！

パソコンをお持ちの方は国税庁ホームページにアクセスしてください。
画面の案内に従って金額等を入力すれば、税額などが自動計算され、所得税及び復興特別所得税、贈与税、消
費税及び地方消費税の申告書や青色申告決算書などを作成できます。
・国税庁ホームページアドレス http : //www.nta.go.jp
・e‒Taxホームページアドレス http : //www.e‒tax.nta.go.jp

◇復興特別所得税の記載漏れにご注意ください！

平成25年分から平成49年分までの各年分については、所得税と復興特別所得税を併せて納付することとされて
います。確定申告書の作成に当たっては、「復興特別所得税」欄の記載漏れのないようご注意ください。

◇消費税の申告について

消費税（地方消費税を含む。）の税率は、平成26年4月1日から8％に引き上げられました。平成26年分の消
費税及び地方消費税の確定申告書は、課税取引を旧税率（5％）が適用されたものと新税率（8％）が適用され
たものに区分した帳簿等に基づき作成する必要があります。

◇贈与税の申告と納税をお忘れなく！

平成26年1月1日から平成26年12月31日の1年間に、個人からもらった財産の価額が110万円を超えると、贈
与税の申告と納税が必要となります。
なお、贈与により取得した財産について、①相続時精算課税制度の適用を受ける場合、②住宅取得等資金の非

課税制度の適用を受ける場合、③配偶者控除の特例の適用を受ける場合には、申告期限までに贈与税の申告が必
要となりますのでご注意ください。

◇平成26年分の確定申告期限及び納期限等

◇鳴門税務署の確定申告会場の開設期間等

※税金の還付等を受けるための確定申告書は、平成27年1月1日以降提出することができます。
※土・日曜日及び祝日は鳴門税務署での相談及び受付は行っていません。
（郵送等または鳴門税務署時間外収受箱への投かんにより申告書等を提出することはできます。）

◇振替納税をご利用の方の振替納付日

※預金残高のご確認をお願いします。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

検 索⬅⬅詳しくは で国税庁
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衆議院小選挙区選出議員選挙の開票状況

衆議院比例代表選出議員選挙の開票状況

衆議院小選挙区選出議員選挙の投票状況

北島町内のごみ出しは、地域の実情によってごみ集積所、ご
み集積場所、戸別収集場所の3つの方法があります。それぞれ
の管理はその利用者が責任を持って行うことになっています。

★戸別収集場所 ごみ集積所、ごみ集積場所が設置できない交
通量の多い箇所等は、基本的に戸別（家の前）で収集すること
になっていますが、その管理責任は個々のご家庭にあります。
★ごみ集積場所 ごみ集積所が設置できない狭い団地や路地裏
の住宅などは、指定されたごみ集積場所で収集することになっ
ています。その管理は利用される住民が交代で行うことになっ
ています。
★ごみ集積所 町内には約600箇所のごみ集積所があり、それ
ぞれ利用できる住民が決まっています。その管理は利用される
住民全ての責任です。

当日ごみ出し、分別の徹底、共同管理等、北島町のごみ出し
ルールに従ってごみ集積所をきれいに管理してください。

今月のごみ対策啓発優秀ポスター
～～集集積積所所のの管管理理～～

北
島
中

小
野
寺
晴
代

得票数（票）

2，239
5，232
7，471

所属党派

日本共産党
自由民主党

計（有効投票）

立候補者名

久保 たかゆき
山 口 俊 一

得票数（票）

1，364
743
7，734

政党名

民主党
日本共産党

計（有効投票）

得票数（票）

94
113

政党名

幸福実現党
社会民主党

得票数（票）

1，366
1，290

政党名

維新の党
公明党

得票数（票）

181
2，583

政党名

次世代の党
自由民主党

投票率（％）

計

41．01
42．89
43．05
46．76
48．65
45．25
44．15

女

39．92
42．33
42．00
45．15
47．30
45．06
43．10

男

42．16
43．50
44．19
48．52
50．19
45．45
45．28

投票者数（人）

計

1，676
335
2，347
1，694
828
1，086
7，966

女

840
171
1，194
857
429
556
4，047

男

836
164
1，153
837
399
530
3，919

有権者数
（人）

4，087
781

5，452
3，623
1，702
2，400
18，045

施設名

南 小 体 育 館
西 高 房 憩 の 家
保健相談センター
北 小 体 育 館
グリーンタウン憩の家
北 島 南 憩 の 家

計

投票
所名

第1
第2
第3
第4
第5
第6

12月
14．1㎏
？㎏

11月
13．8㎏
13．0㎏

0．8㎏減

10月
14．3㎏
14．4㎏

0．1㎏増

平成25年
平成26年

増減量

《 ご み ニ ュ ー ス 》

“「ごみの分別、減量、資源化」にご協力をお願いします。”

1人あたりの燃やせるごみの排出量
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お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

�
六
九
八
―
八
九
〇
九

�
六
九
八
―
八
九
二
五

保保
健健
相相
談談
セセ
ンン
タタ
ーー
だだ
よよ
りり

○
集
団
が
ん
検
診

胃
が
ん
・
肺
が
ん
・
結
核
検
診

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の

通
り
に
実
施
し
ま
す
の
で
、
お
越
し

く
だ
さ
い
。（
予
約
不
要
）

日
時平

成
二
十
七
年
二
月
一
日
㈰

二
日
㈪

午
前
七
時
三
十
分
〜
十
一
時

場
所

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

対
象今

年
度
四
十
歳
以
上
で
北
島
町
に

住
民
票
が
あ
る
方
（
昭
和
五
十
年
四

月
一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

※
平
成
二
十
六
年
四
月
以
降
に
、
北

島
町
の
集
団
検
診
、
も
し
く
は
七
月

か
ら
十
一
月
の
個
別
医
療
機
関
で
受

診
さ
れ
た
方
は
、
対
象
外
で
す
。

料
金胃

が
ん
検
診

五
百
円

肺
が
ん
・
結
核
検
診

無
料

※
胃
が
ん
検
診
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

（
検
査
当
日
の
過
ご
し
方
が
少
し
変

わ
り
ま
し
た
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
）

＊
検
診
前
夜
の
夕
食
は
、
午
後
九

時
頃
ま
で
に
消
化
の
よ
い
食
事
を

と
り
、
そ
の
後
、
水
分
以
外
は
何

も
と
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

＊
検
診
当
日
の
朝
は
、
何
も
食
べ

な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
タ
バ

コ
も
で
き
る
だ
け
控
え
て
く
だ
さ

い
。
水
分
は
ご
自
宅
を
出
ら
れ
る

ま
で
に
、
小
コ
ッ
プ
一
杯
の
お
水

か
白
湯
を
お
飲
み
く
だ
さ
い
（
二

〇
〇
㏄
以
下
）

こ
れ
は
、
胃
が
ん
検
診
に
関
す

る
学
会
な
ど
か
ら
、
少
量
（
二
〇

〇
㏄
以
下
）
の
お
水
か
白
湯
を
飲

ん
で
も
一
時
間
三
十
分
程
度
経
過

す
れ
ば
胃
が
ん
検
診
に
悪
影
響
を

及
ぼ
さ
な
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
、

さ
ら
に
水
分
が
胃
壁
に
付
着
し
た

胃
粘
液
を
除
去
し
、
よ
り
良
い
撮

影
が
行
え
る
効
果
が
あ
る
こ
と
や

受
診
す
る
方
が
待
ち
時
間
に
脱
水

症
状
な
ど
の
偶
発
症
を
起
こ
さ
な

い
防
止
対
策
に
な
る
こ
と
な
ど
の

利
点
が
あ
る
た
め
で
す
。

薬
を
服
用
し
て
い
る
方
は
、
主
治

医
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

大
腸
が
ん
検
診
（
申
込
制
）

内
容

便
潜
血
検
査
2
日
法
（
申
し

込
ま
れ
た
方
に
検
査
容
器
・
問
診
票

を
お
送
り
し
ま
す
）

対
象今

年
度
四
十
歳
以
上
に
な
る
方
で

北
島
町
に
住
民
票
が
あ
る
方
（
※
た

だ
し
、
今
年
度
、
個
別
検
診
で
受
診

さ
れ
た
方
は
対
象
外
で
す
）

料
金

三
百
円

申
込
期
間

（
実
施
中
）
〜
一
月
十
六
日
㈮

回
収
方
法

次
の
日
程
で
回
収
し
ま

す
の
で
、
検
査
容
器
・
問
診
票
・
受

診
料
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
二
月
一
日
㈰

午
前
七
時
三
十
分
〜
十
一
時

●
二
月
二
日
㈪

午
前
八
時
三
十
分
〜
十
一
時

※
回
収
日
時
は
必
ず
お
守
り
く
だ
さ

い
。

提
出
先

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

ヤ
ン
グ
健
診
（
申
込
制
）

日
時

平
成
二
十
七
年
二
月
一
日
㈰

二
日
㈪

（
実
施
時
間
）

午
前
八
時
三
十
分
〜
十
一
時
三
十
分

※
以
前
、
広
報
さ
せ
て
頂
い
た
際
に
、

実
施
時
間
を
誤
っ
て
掲
載
し
て
い
ま

し
た
。
正
し
く
は
右
記
の
時
間
で
す
。

訂
正
し
て
お
詫
び
致
し
ま
す
。

予
約
時
間
は
三
十
分
ご
と
に
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

場
所北

島
町
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

申
込
期
間

（
受
付
中
）
〜
申
し
込
み
人
数
が

満
員
に
な
り
次
第
終
了
。（
申
し
込

み
人
数
は
一
日
に
つ
き
五
十
名
程

度
）
予
約
が
一
杯
に
な
っ
て
き
て
い

る
時
間
帯
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
者

今
年
度
二
十
〜
四
十
歳
未
満
の
方

で
、
北
島
町
に
住
民
票
が
あ
る
方
。

（
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
〜
平
成
七

年
三
月
三
十
一
日
生
の
方
）

検
査
内
容

身
体
計
測
、
血
圧
、
血
液
検
査（
血

中
脂
質
、
肝
機
能
、
血
糖
検
査
、
腎

機
能
、
尿
酸
値
）、
尿
検
査
な
ど
。

健
診
料
金

千
円

持
参
物

問
診
票
、
健
診
料
金
（
問
診
票
は

お
申
し
込
み
後
、
こ
ち
ら
か
ら
個
別

に
お
送
り
し
ま
す
。）

1
月
11
日
㈰

北
島
町

山
田
外
科
内
科

☎
6
9
8
―
5
5
0
0

1
月
12
日（
月
・
祝
）

北
島
町

吉
野
川
病
院☎

6
9
8
―
6
1
1
1

1
月
18
日
㈰

北
島
町

片
山
医
院

☎
6
9
8
―
2
6
2
5

1
月
25
日
㈰

北
島
町

新
居
内
科

☎
6
9
8
―
8
8
0
8

2
月
1
日
㈰

北
島
町

田
根
内
科
胃
腸
科

☎
6
9
8
―
0
1
2
3

2
月
8
日
㈰

北
島
町

い
の
も
と
眼
科
内
科

☎
6
9
8
―
8
8
8
7

2
月
11
日（
水
・
祝
）

北
島
町

北
島
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

☎
6
9
7
―
2
2
2
1

2
月
15
日
㈰

松
茂
町

春
藤
内
科
胃
腸
科

☎
6
9
9
―
3
7
7
7

在
宅
当
番
医
割
出
表

※
急
に
在
宅
当
番
医
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。も
し
、病
院
に
連
絡

が
つ
か
な
い
場
合
は
、
板
野
東
部
消
防
本
部（
☎
6
9
8
―
9
1
1
9
）

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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「
ネ
ッ
キ
ー
」
は
徳
島
県
年
金
マ
ス
コ
ッ
ト
で
す
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国民年金は、年をとったときやいざというときの生活を、現役世代みんなで支えようと
いう考えで作られた仕組みです。
具体的には、若いときに公的年金に加入し保険料を納め続けることで、年をとったとき
や、病気やケガで障害が残ったとき、家族の働き手が亡くなったときに、年金を受け取
ることができる制度です。

国民年金のポイント
◎将来の大きな支えになります
国民年金は20歳から60歳までの人が加入し、保険料を納める制度です。
国が責任をもって運営するため、安定していますし、年金の給付は生涯にわたって保障されます。
◎老後のためだけのものではありません
国民年金には、年をとったときの老齢年金のほか障害年金や遺族年金もあります。障害年金は、病気や事
故で障害が残ったときに受け取れます。また遺族年金は、加入者が死亡した場合、その加入者により生
計を維持されていた遺族（「子のある配偶者」や「子」）が受け取れます。

「学生納付特例制度」と「若年者納付猶予制度」
★「学生納付特例制度」
学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が猶

予される制度です。
対象となる学生は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修
学校及び各種学校（修業年限1年以上である課程）、一部の海外大学の日本分校に在学する方です。
★「若年者納付猶予制度」
学生でない30歳未満の方で、ご本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に、国民年金保険料の納付が

猶予される制度です。

国民年金のご相談・手続き等については住民課または徳島北年金事務所までお問い合わせください。
住民課☎698―9804・徳島北年金事務所☎655―0200

「「 障障 害害 者者 控控 除除 対対 象象 者者 認認 定定 書書 」」 のの 交交 付付
65歳以上で要介護認定を受けている方、またはその扶養者が、所得税、町県民税の申告の際に、障害者控除を
受けられる「障害者控除対象者認定書」が交付されます。
交付対象者は、障害者控除を受けようとする年の12月31日現在（対象年中に死亡された場合はその日現在）、
次の①、②の要件を満たしている方です。
①65歳以上の方で、北島町の要介護認定を受けている方（要支援1、要支援2の方は該当しません。）
②要介護認定審査時の「主治医意見書」または「認定調査票」の「日常生活自立度」欄に一定以上の記載があ
ること（要介護1以上であっても認定の対象にならない場合があります。）

申請手続き
「本人または親族」が交付申請書を保険福祉課まで提出して下さい。
申請に必要なもの
1．申請者の印鑑
2．対象者の印鑑（申請者と対象者が異なる場合）
3．対象者の「介護保険被保険者証」
4．親族が申請する場合は、本人確認ができるもの
なお、すでに「身体障害者手帳」等（所得税法等で規定する手帳等）をお持ちの方は、手帳の提示により障害

者控除を受けられます。また、本人及び扶養者が、所得税、町県民税のいずれも非課税の場合も申請の必要があ
りませんのでご注意下さい。
※注意事項
・要介護（更新）認定の状況により、「認定書」の交付に日数を要する場合があります。
・毎年申告の度に、「認定書」の交付申請が必要です。
ご不明な点がありましたら、北島町役場保険福祉課介護保険係（☎698―9805）までご連絡下さい。

20歳になったら国民年金

2015．1 町報（９）



平
成
二
十
七
年
度

児
童
館
登
録
児
童
申
込

子ども会に入ろう！子ども会に入ろう！子ども会に入ろう！
千田池子ども会会長 浜田亜希子

�������������������������������������������

申
請
書
配
布
開
始

一
月
十
四
日
㈬
〜

受
付
期
間

二
月
十
三
日
㈮
〜
二
十
七
日
㈮

受
付
時
間

十
時
〜
十
八
時
（
時
間
厳
守
）

対
象
児
童

北
島
町
内
に
居
住
す
る
小
学
校
一

年
生
〜
三
年
生
ま
で
の
留
守
家
庭
児

童登
録
申
請
書
提
出
先

利
用
す
る
児
童
館
但
し
中
央
に
つ

い
て
は
地
区
が
あ
り
ま
す

○
中
央
児
童
館☎

六
九
八
―
八
八
〇
一

北
島
小
学
校
児
童

（
定
員
一
二
〇
名
）

○
東
児
童
館
☎
六
九
八
―
六
一
八
五

北
島
小
学
校
児
童（

定
員
五
〇
名
）

○
西
児
童
館
☎
六
九
八
―
五
九
一
八

北
島
小
学
校
児
童（

定
員
五
〇
名
）

○
南
児
童
館
☎
六
九
八
―
五
九
三
〇

北
島
南
小
学
校
児
童

（
定
員
一
二
〇
名
）

○
北
児
童
館
☎
六
九
八
―
一
三
八
五

北
島
北
小
学
校
児
童

（
定
員
一
二
〇
名
）

《
お
願
い
》

北
島
町
の
児
童
館
は
毎
年
登
録
児

童
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
安
全
ま
た

は
施
設
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
上
、
登
録

申
請
人
数
が
定
員
に
達
し
た
場
合
は
、

選
考
の
上
登
録
を
お
待
ち
頂
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
申
請
書
は
必
ず
保
護

者
が
提
出
し
て
下
さ
い
。
就
労
証
明

書
に
不
備
が
あ
っ
た
場
合
は
受
付
出

来
ま
せ
ん
。
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
各
児
童
館
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

住んでいる地域での人間関係の希薄さを感じる人は少
なくないと思います。世間では、子どもたちが巻き込ま
れる事件が後をたっておりません。このような状況をな
くそうとしても家庭や学校だけでは難しい部分もありま
す。そんな時、頼りになるのが地域ではないでしょうか。
子ども会活動を通じて、地域の人たちのつながりを強め、
子どもたちを知ってもらい、地域が子どもたちを見守っ
ていく、このような子どもと地域とのつながりを作って
いける場所が子ども会だと思います。
これからも子ども会活動がより充実したものになるた

めに、より多くの子どもたちの参加を願っています。

●北島町子ども会の主な行事

ドッジボール大会、夏の遠足、たこ作り・たこあげ大
会、ジュニアと遊ぼう
●地域の子ども会の主な行事

防災活動 廃品回収などの奉仕活動やクリスマス会など
●北島町には次の子ども会があります。

中央地区…みどり、ひまわり、ぎおん、更正青葉、老門
北 地 区…太郎八須団地、太郎八須中・東、太郎八須

西、北村南・北、北村団地、千田池、辻井
地、北大道（南大道は27年度復活予定）

南 地 区…浜、原、中野南、中野北、出口東亜、小西、
大西、百石須、江尻西、江尻東

子ども会活動に興味のある方、お住まいの地域の子ど
も会がわからない方、現在活動を休止されている子ども
会の方、まず教育委員会（担当 福田社会教育指導員）
☎698―9812までお問い合わせください。

平平成成2266年年1122月月11日日かからら北北島島ここどどももククリリニニッッククでで病病児児・・病病後後児児保保育育をを開開始始ししままししたた
平成26年4月1日から病児・病後児保育の広域利用を開始していますが、本町の北島こどもクリニックでも平
成26年12月1日から利用できるようになりました。
利 用 料 金 1人当たり日額1，800円

（居住する市町村における生活保護世帯・市町村民税非課税世帯は無料、所得税非課税世帯は900円）
申 込 方 法 前日または当日に電話などで利用を希望する実施施設へ直接お申し込みください。

（北島こどもクリニック予約☎／697―2281（8：00～9：00まで） 697―2221（9：00～））
※病児・病後児保育事業とは、おおむね10歳未満の子どもが病気中や病気の回復期にあって、かつ保護者が就労
しているなどの理由により家庭で保育ができない場合に、子どもを一時的に預かる事業です。

問い合わせ先 民生児童課 ☎698―9802
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北北 島島 町町 防防 災災 訓訓 練練 のの 実実 施施
北島町では、11月23日に自衛隊や徳島北警察署、板野東部消防組合消防署、消防団にご協力いただき、
北島中学校で防災訓練を実施しました。
訓練は室戸岬沖を震源とするマグニチュード9．1の大地震が発生し、北島町では震度6強を観測、津
波の恐れがあるという想定の元、防災無線や携帯電話のエリアメールや緊急速報メールで北島中学校へ
の避難を呼びかけました。
今年で4回目となる訓練は町内全地域
の住民の皆様を対象として実施し、約300
名の方にご参加いただきました。
訓練参加者には訓練会場に到着後、避
難場所となっている中学校校舎への避難
訓練や、グラウンドで実施した水消火器
訓練、起震車の体験や自衛隊車両、消防
車両の見学、体育館で実施した AED講
習や簡易タンカの作成講習、応急救護講
習等に参加いただき、災害時における防
災意識の高揚を深めていただくとともに、
防災関係機関との相互連携を一層深めま
した。
今後も町が実施する訓練にご参加いただくとともに、自治会や自主防災組織など地域単位での訓練を
計画してください。

北島町危機情報管理室（☎698―9807）

ＢＢ
ＯＯ
ＷＷ
ＢＢ
ＯＯ
ＷＷ

ＣＣ
ＬＬ
ＥＥ
ＡＡ
ＮＮ

ＵＵ
ＰＰ

とと
くく
しし
まま
をを
開開
催催

十
一
月
二
十
四
日
に
愛
犬
家
に
よ

る
清
掃
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

二
十
五
組
の
町
内
外
の
愛
犬
家
の

皆
様
が
河
川
敷
を
清
掃
し
、
ご
み
袋

三
袋
ほ
ど
の
ご
み
が
集
ま
り
ま
し
た
。

清
掃
の
後
は
、
ゲ
ー
ム
で
愛
犬
と

一
緒
に
楽
し
く
ふ
れ
あ
い
、
し
つ
け

方
教
室
で
は
ト
レ
ー
ナ
ー
の
話
を
熱

心
に
聴
か
れ
、
し
つ
け
の
相
談
な
ど

を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ポ
イ
捨
て
・
犬
の
ふ
ん
害
を
な
く

し
て
き
れ
い
な
町
に
！

町
で
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
看
板
を

配
布
し
て
い
ま
す
。
お
困
り
の
方
は

生
活
産
業
課
ま
で
。

生
活
産
業
課
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北
島
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
だ
よ
り
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12
月
度
月
例
杯

期
日

12
月
5
日
㈮

参
加
数
41
名

場
所

北
島
町
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド

優

勝

吉
成

節
雄

32
打

準
優
勝

井
上

博
之

32
打

第
3
位

東
條

晴
明

34
打

第
4
位

大
寺
富
美
子

34
打

第
5
位

島
崎

博
文

36
打

１１６６
年年
ぶぶ
りり
のの
優優
勝勝

北北
島島
中中
学学
校校
軟軟
式式
野野
球球
部部

県県
中中
学学
新新
人人
大大
会会

第
57
回
徳
島
県
中
学
校
新
人
大
会

は
11
月
23
日
、
鳴
門
球
場
で
決
勝
を

行
い
、
北
島
が
5
―
4
で
江
原
を
下

し
、
16
年
ぶ
り
6
度
目
の
優
勝
を
果

た
し
た
。

一
回
戦
か
ら
の
成
績
は
次
の
通
り

で
す
。

一
回
戦

11
月
9
日
（
日
）

（
Ｊ
Ａ
あ
い
さ
い
球
場
）

北
島

対

半
田
・
貞
光

3

対

1

二
回
戦

11
月
16
日
（
日
）

（
オ
ロ
ナ
ミ
ン
Ｃ
球
場
）

北
島

対

山
城

1

対

0

準
決
勝

11
月
22
日
（
土
）

（
オ
ロ
ナ
ミ
ン
Ｃ
球
場
）

北
島

対

加
茂
名

3

対

2

（
延
長
9
回
）

決
勝11

月
23
日
（
日
）

（
オ
ロ
ナ
ミ
ン
Ｃ
球
場
）

江
原

0
0
0
3
0
0
1

4

×

北
島

1
0
1
0
0
2
1

5

第第3344回回北北島島町町ママララソソンン大大会会開開催催要要項項
北島町体育協会

1．趣 旨
体力作りの一環として誰でも、いつでもどこでも手軽にできる走る運動を普及し町民の体力作

り運動に寄与する。
2．開 催 日 平成27年2月22日㈰ 小雨決行

雨天の中止の場合は3月1日㈰
受 付 8：30～9：00
開会式 9：15～
スタート 9：45～（予定）

※マラソン大会当日の天候・グラウンドが不良の場合の開催の有無については、698―2410まで
お問合わせください。

3．集合場所 親水公園ゆとり内多目的広場
4．コ ー ス 親水公園ゆとり周回コース
5．実施内容 ⑴1㎞コース ⑵1．5㎞コース ⑶3㎞コース
6．参加資格
・平成27年1月1日現在北島町住民基本台帳に登録している住民。
・北島町スポーツ少年団登録者。（小学生に限る）
・北島スポーツクラブ登録者
参加者は、事前に健康診断を受け、健康と認められた者で自己の責任において参加すること。
未成年者は保護者の承諾書を提出すること。
（未提出の方は参加できませんのでご注意ください。）
1㎞コース 小学生男子の部（1．2年生）

〃 小学生女子の部（1．2年生）
1㎞コース 小学生男子の部（3．4年生）

〃 小学生女子の部（3．4年生）
1．5㎞コース 小学生男子の部（5．6年生）

〃 小学生女子の部（5．6年生）
3㎞コース 男子の部 （中・高生）

〃 女子の部 （中・高生）
〃 一般男子の部
〃 一般女子の部

7．表 彰 表彰は各コース3位まで賞状と賞品を授与する。
（小学生は5位まで賞品を授与する）

8．申込締切 平成27年2月6日㈮までに北島町教育委員会へ申込書（承諾書）を提出してくださ
い。（期限厳守）
※締切日後の受付は行いません。
※電話等のお申し込みはお断りします。

9．大会記録について
⑴大会運営上、タイム・順位については上位5位までの記録といたします。

10．参加上の留意事項
⑴自分の健康状態をよく考え自己の責任において参加すること。
⑵万一病気などによる事故が発生した場合は、応急処置はするがその後の責任は負わない。
⑶諸般の事情により内容が一部変更になる場合もございますのでご了承ください。

優勝旗を囲んで
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初初
優優
勝勝

北北
島島
中中
学学
校校
柔柔
道道
部部＝＝

男男
子子

第第
３３８８
回回
県県
中中
学学
校校
新新
人人
学学
校校
対対
抗抗
柔柔
道道
大大
会会

柔
道
の
第
38
回
徳
島
県
中
学
校
新

人
学
校
対
抗
大
会
は
11
月
8
日
、
県

立
中
央
武
道
館
に
お
い
て
男
子
13
校

が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
男
子
は
北
島

中
学
校
が
初
優
勝
を
果
し
た
。

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

1
回
戦

石
井
4
―
1
八
万
、
鳴
門
一
4
―

1
東
祖
谷
、
北
島
5
―
0
瀬
戸
、
小

松
島
2
―
0
阿
南
、
上
板
3
―
2
松

茂
準
々
決
勝

石
井
4
―
1
阿
波
、
池
田
3
―
2

鳴
門
一
、
北
島
4
―
1
加
茂
名
、
上

板
3
―
0
小
松
島

準
決
勝

石
井
5
―
0
池
田
、
北
島
4
―
1

上
板決

勝
北

島

4
―
1

石

井

○
塩

見

背
負
い
投
げ

吉

岡

○
了

戒

け
さ
固
め

武

田

坂

本

合
わ
せ
技

村

山
○

○
板

東

け
さ
固
め

井

上

○
船

越

内
ま
た

高

岡

4
人
が
一
本
勝
ち

決
勝
で
は
全
員
が
積
極
的
に
攻
め

続
け
、
4
人
が
一
本
勝
ち
し
た
。

猛
練
習
の
成
果
が
現
れ
、
得
意
技

で
次
々
と
相
手
を
倒
し
た
。

目
標
は
来
夏
の
県
総
体
で
あ
る
。

ご
声
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

◎
行
事
予
定
（
1
月
・
2
月
）

★
1
月
24
日
㈯

北
島
町
少
年
少
女
駅
伝
大
会

★
1
月
31
日
㈯
・
2
月
1
日
㈰

第
20
回
四
国
中
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

選
抜
優
勝
大
会
選
考
会

★
2
月
8
日
㈰

徳
島
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

★
2
月
14
日
㈯

徳
島
県
小
学
校
新
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会

★
2
月
22
日
㈰

第
26
回
春
季
ミ
ッ
ク
ス
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会 北北

島島
北北
公公
園園

総総
合合
体体
育育
館館

（（
ササ
ンン
フフ
ララ
ワワ
ーー
ドド
ーー
ムム
））

だだ
よよ
りり

北
島
中
学
校
一
年

伊
藤
ゆ
め
か

12
月
3
日
㈬
、
平
成
26
年
度
締

め
括
り
の
、
香
川
・
徳
島
親
善

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
、
両
県
か

ら
24
チ
ー
ム
1
2
5
名
が
参
加
し
、

土
成
町
中
央
Ｇ
Ｂ
コ
ー
ト
で
華
々

し
く
開
か
れ
ま
し
た
。

1
コ
ー
ト
で
北
島
チ
ー
ム
は
、

強
豪
チ
ー
ム
の
藍
住
・
山
川
・
小

松
島
と
対
戦
す
る
も
抜
群
の
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
発
揮
し
圧
倒
的
な
強

さ
で
3
戦
全
勝
し
、
1
年
間
総
括

す
る
と
（
冬
期
1
・
2
・
3
月
は

休
み
）
年
9
回
の
大
会
で
優
勝
3

回
準
優
勝
1
回
の
輝
か
し
い
記
録

を
打
ち
立
て
勝
利
の
喜
び
を
か
み

し
め
ま
し
た
。

新
年
を
迎
え
、
更
に
体
力
・
気

力
を
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
鍛

え
元
気
で
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て

の
喜
び
を
相
互
に
分
ち
合
い
、
本

年
度
も
各
大
会
に
揃
っ
て
参
加
す

べ
く
優
勝
目
指
し
て
日
頃
の
競
技

に
打
ち
込
も
う
。

月
例
大
会
に
お
い
て
、
阿
部
さ

ん
が
初
の
ベ
ス
グ
ロ
優
勝
。
体

協
杯
で
は
、
岡
部
さ
ん
が
三
年

連
続
で
の
優
勝
に
輝
い
た
。
県

外
大
会
で
も
、
上
位
入
賞
者
が

続
出
し
た
。

北
島
町
Ｔ
Ｂ
Ｇ

協
会
だ
よ
り

月
・
日

大

会

名

称

チ
ー
ム・
人
員

成

績

Ｈ
Ｄ
Ｎ
Ｔ

11
・
8

十
一
月
度
月
例
大
会

場
所

親
水
公
園
ゆ
と
り
芝
コ
ー
ス

40
名

優
勝

阿
部

義
夫

二
位

鹿
児
島
省
三

三
位

志
内

貞
夫

ベ
ス
グ
ロ

阿
部

義
夫

82020

62656870

11
・
15

第
二
十
二
回
北
島
町
体
協
杯

場
所

親
水
公
園
ゆ
と
り
芝
コ
ー
ス

43
名

優
勝

岡
部

文
子

二
位

志
内

康
訓

三
位

山
村

武
司

798585

11
・
16

第
二
十
二
回
岡
山
市
大
会

場
所

藤
田
リ
バ
ー
サ
イ
ド
コ
ー
ス

92
名

男
子
の
部

五
位

横
田

弘

六
位

福
島
規
矩
夫

7475

11
・
16

第
十
二
回
全
日
本
大
会
（
東
京
都
）

場
所

辰
巳
の
森
海
浜
公
園
仮
設
コ
ー
ス

113
名

男
子
ゴ
ー
ル
ド

五
位

福
永

嘉
春

78

11
・
22

十
一
月
度
ペ
ア
マ
ッ
チ
大
会

33
名

優
勝

冨
士

繁
男
・
大
松
ツ
タ
エ

二
位

井
出

輝
久
・
岡
部

文
子

三
位

鎌
田

勲
・
多
田
加
奈
江

19225

646666

11
・
30

第
三
回
公
認
コ
ー
ス
認
定
記
念
大
会

場
所

芦
田
湖
小
谷
コ
ー
ス（
世
羅
町
）

117
名

男
子
シ
ニ
ア

二
位

井
出

輝
久

三
位

福
島
規
矩
夫

7273

新
春
を
迎
え
て

更
に
飛
躍
の
年
に
し
よ
う

北
島
町

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

部
だ
よ
り

表
彰
賞
を
囲
ん
で

2015．1 町報（１３）



（
松
茂
町
役
場
内
） 

☎
六
九
九
―
三
四
四
一 

相
談
電
話
☎
六
九
九
―
六
六
一
一 

板
野
東
部
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����

（11月届分）

慶慶

弔弔

災
害
へ
の
備
え
と
防
災
教
育

大
災
害
と
な
っ
た
東
日
本
大
震
災

が
起
き
て
、
今
年
の
三
・
十
一
で
四

年
を
迎
え
ま
す
。
多
く
の
子
ど
も
た

ち
も
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
、
ま
も
な
く

二
十
年
に
な
り
ま
す
。

地
震
に
よ
る
津
波
や
台
風
が
も
た

ら
す
集
中
豪
雨
・
大
規
模
洪
水
な
ど

地
殻
変
動
や
気
候
変
動
な
ど
の
自
然

災
害
は
地
球
規
模
で
こ
こ
数
年
勢
い

を
増
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
」
を
想
定
し

た
津
波
の
高
さ
が
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
で
示
さ
れ
た
こ
と
に
加
え
、
昨

年
は
広
島
市
の
土
砂
災
害
や
長
野
県

の
御
嶽
山
の
噴
火
、
白
馬
村
の
地
震

災
害
と
、
短
期
間
に
次
々
と
災
害
が

発
生
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
防
災
・

減
災
へ
の
意
識
も
高
く
な
り
、
誰
も

が
災
害
へ
の
備
え
の
重
要
性
・
必
要

性
を
感
じ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
命
を

守
る
た
め
の
体
験
学
習
や
訓
練
な
ど

防
災
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
が
学
校

や
地
域
で
活
発
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

防
災
教
育
の
一
環
と
し
て
地
域
と

連
携
し
な
が
ら
防
災
活
動
を
実
施
し

て
い
る
「
徳
島
市
津
田
中
学
校
防
災

講
座
」
が
、
昨
年
十
一
月
に
社
会
貢

献
青
少
年
表
彰
（
内
閣
府
特
命
担
当

大
臣
表
彰
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。
地

域
防
災
に
関
す
る
意
識
調
査
分
析
、

意
識
啓
発
、
防
災
施
設
設
置
な
ど
を

実
践
す
る
と
と
も
に
、
幼
小
防
災
教

育
に
も
活
発
な
取
り
組
み
を
し
て
い

る
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

災
害
の
様
子
や
備
え
に
つ
い
て
の

情
報
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
か

ら
も
入
手
で
き
ま
す
。
各
家
庭
で
は

過
去
の
災
害
な
ど
を
教
訓
に
、
災
害

が
起
き
た
と
き
、
家
族
の
一
人
一
人

が
「
ど
う
行
動
す
る
か
」
と
い
う
こ

と
を
話
し
合
っ
た
り
、
自
分
た
ち
の

住
ん
で
い
る
地
域
の
ど
こ
が
避
難
所

に
指
定
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
を
確
認

し
た
り
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

地
域
・
地
区
に
お
い
て
実
施
さ
れ

る
防
災
訓
練
な
ど
へ
は
、
子
ど
も
た

ち
の
自
主
的
な
参
加
を
呼
び
掛
け
ま

し
ょ
う
。
参
加
す
る
こ
と
で
、「
自

分
た
ち
の
命
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
意
識
が
高
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て

災
害
時
の
役
割
な
ど
を
身
に
付
け
る

こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
み
ん
な

で
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
の
意
義
や
生

命
の
尊
さ
な
ど
の
自
覚
を
高
め
る
機

会
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
が
健
全
に

育
つ
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

片
言
の
孫
の
挨
拶
初
電
話

采
見

憲
男

年
賀
状
余
白
に
友
の
顔
浮
か
ぶ

大
西

通
世

ふ
る
さ
と
の
良
さ
今
更
に
初
山
河

阿
部
久
美
子

北
風
を
お
そ
れ
漁
師
の
舟
だ
ま
り

広
瀬

徳
江

百
枚
に
羊
親
子
の
賀
状
書
く

松
浦

勝
江

年
新
た
潮
満
つ
海
の
大
鳥
居

滝
上

由
香

元
朝
の
美
波
押
上
ぐ
浜
太
鼓

山
本

和
子

佳
き
こ
と
も
悪
し
き
も
覆
ふ
除
夜
の
雪

阿
部

蒼
空

ほ

杉
の
秀
の
競
い
天
突
く
初
茜

松
岡

乙

お
う大
初
日
だ
る
ま
姿
に
の
ぼ
り
け
り

仁
木
つ
と
む

新
春
の
町
に
活
気
の
満
ち
溢
れ

森

し
げ
る

病
む
友
へ
一
句
に
託
す
寒
見
舞
い

青
木

拓
郎

日
向
ぼ
こ
人
は
冗
談
ば
ら
ま
い
て

長
尾
寿
美
子

束
の
間
の
命
を
燃
や
す
草
紅
葉

近
藤

与
袮

た
く

こ

ぞ

柝
の
音
去
年
の
足
音
遠
ざ
か
る

橋
本
ま
さ
よ
し

若
水
を
汲
み
節
水
を
こ
こ
ろ
ざ
す

村
尾

芦
月

初
空
に
応
へ
町
政
濁
り
な
し

村
尾

芦
月

は
つ
あ
か
ね

初
茜
平
和
な
町
を
染
め
に
け
り

山
本

和
子

菊
花
展
こ
よ
な
く
咲
い
て
町
豊
か

大
古

一
平

た
く
ま

の
び

逞
し
く
伸
る
町
勢
明
け
の
春

橋
本
ま
さ
よ
し

平
成
の
御
代
を
寿
ぐ
初
日
の
出

大
西

通
世

笑
ひ
声
町
に
溢
れ
て
年
迎
か
ふ

近
藤

与
弥

初
春
に
願
い
は
一
つ
平
和
か
な

阿
部
久
美
子

し
ゅ
く

き

ひ
ょ
う
た
ん
島
淑
気
溢
れ
る
人
と
町

阿
部

蒼
空

町 報 俳 壇新春俳壇石

川

恭

平

理

沙

ふ
う

か

長
女

楓

華

中

村

中

山

隆

志

澄

香

ゆ
う

と

長
男

結

登

江

尻

西

谷

紀

彦

美

枝

り

な

長
女

梨

奈

太
郎
八
須

田

口

洋

平

怜

可

こ
う

二
男

煌

太
郎
八
須

山

田

将

也

裕

美

ゆ

い

長
女

結

愛

鯛

浜

三

宅

伸

司

景

子

り

な

長
女

里

奈

高

房

綱

島

雅

也

佐
奈
恵

ゆ
い

と

二
男

唯

人

北

村

八

木

雅

敏

真
由
子

し
ん

り

二
男

芯

理

中

村

郡

祐

介

友

美

二
男

た
く
み

北

村

梅

本

淳

司

知

恵

ゆ
う

が

長
男

悠

雅

江

尻

三

谷

真

弘

麗

奈

れ
ん

長
男

蓮

北

村

新

井

健

太

裕

子

こ
う

す
け

長

男

康

介

中

村

藤

川

格

好

美

ゆ
う

長
男

悠

江

尻

市

川

優

一

聖

子

あ
き

な

二
女

明

奈

鯛

浜

齋

藤

知

也

博

子

よ
う

た

長
男

陽

太

北

村

門

田

翔

伍

梨

早

あ
お
い

長
女

葵

江

尻

賀

好

大

輔

由

紀

こ
う

た

長
男

皇

太

北

村

松

本

章

尚

優

芳

ひ
ろ

と

長
男

大

翔

新
喜
来

佐
々
木

亮

真
由
美

あ
や

と

長
男

綾

音

鯛

浜

岩

代

悠

麻

美

た
つ
き

二
男

樹

中

村

北島中学校1年 舟本 理桜
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（11月届分）

慶慶

弔弔

お
く
や
み

昨
年
安
倍
首
相
と
プ
ー
チ
ン
大

統
領
の
首
脳
会
談
の
際
、
本
年
を

『
二
〇
一
四
年
日
露
武
道
交
流
年
』

と
す
る
声
明
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
ロ
シ

ア
連
邦
派
遣
日
本
武
道
代
表
団
の

弓
道
代
表
と
し
て
私
を
含
め
六
名

が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
私
は
今

年
、
四
年
に
一

回
開
催
さ
れ
る

世
界
弓
道
大
会

の
日
本
代
表
の

最
終
予
選
に
残

っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
代
表
に
な
る
こ
と
は
で

き
ず
、
心
を
痛
め
て
い
た
と
き
に

今
回
の
派
遣
の
推
薦
を
頂
き
ま
し

た
。
私
の
勤
務
し
て
い
る
鳴
門
渦

潮
高
校
は
、
県
内
唯
一
の
体
育
科

が
あ
り
文
化
・
体
育
に
お
い
て
非

常
に
理
解
の
あ
る
職
場
環
境
で
す
。

す
ぐ
に
承
諾
さ
れ
参
加
す
る
運
び
と

な
り
ま
し
た
。

十
一
月
五
日
、
成
田
空
港
で
の
結

団
式
で
は
、
高
村
正
彦
（
衆
議
院
議

員
）
団
長
か
ら
「
日
本
の
伝
統
文
化

で
あ
る
武
道
の
神
髄
を
披
露
し
て
欲

し
い
」
と
激
励
さ
れ
、
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
遠
路
ロ
シ
ア
の
モ
ス
ク

ワ
へ
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。
十
時

間
の
フ
ラ
イ
ト
を
終
え
飛
行
機
を
降

り
立
つ
と
、
積
雪
は
な
い
も
の
の
気

温
は
零
度
で
、
早
く
も
モ
ス
ク
ワ
の

寒
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

十
一
月
六
日
、
ロ
シ
ア
ス
ポ
ー
ツ

省
の
表
敬
訪
問
班
と
市
内
視
察
班
の

二
班
に
分
か
れ
交
流
を
行
い
、
夜
は

モ
ス
ク
ワ
川
で
デ
ィ
ナ
ー
ク
ル
ー
ズ

形
式
の
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
豪
華
な
客
船
、

船
か
ら
眺
め
る
モ
ス
ク
ワ
市
内

の
美
し
い
夜
景
と
美
味
し
い
お

酒
で
ロ
シ
ア
の
雰
囲
気
を
満
喫

し
、
明
日
か
ら
の
演
武
会
の
こ

と
を
し
ば
し
忘
れ
て
し
ま
う
程

で
し
た
。

十
一
月
七
日
、
ロ
シ
ア
国
立

体
育
ス
ポ
ー
ツ
青
年
観
光
大
学

で
武
道
文
化
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
観
衆
が
固
唾
を
呑
ん
で
見

守
る
中
、
巻
藁
射
礼
で
は
、
矢
を
射

離
し
た
弦
音
と
矢
声
に
会
場
が
ど
よ

め
き
ま
し
た
。
弓
道
の
も
つ
静
寂
と

迫
力
が
十
分
に
発
揮
で
き
た
と
感
じ

ま
し
た
。

十
一
月
八
日
、
ル
ジ
ニ
キ
・
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
で
日
本

武
道
演
武
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
開

会
式
で
会
場
の
ボ
ル
テ
ー
ジ
が
上
が

っ
た
直
後
、
超
満
員
の
観
衆
に
見
つ

め
ら
れ
る
中
、
最
初
の
演
武
は
我
々

の
弓
道
で
し
た
。
さ
ら
に
私
は
一
番

立
と
最
高
の
緊
張
感
の
中
、
演
武
が

始
ま
り
ま
し
た
。
弓
道
の
持
つ
独
特

の
雰
囲
気
と
互
い
に
意
識
を
通
わ
せ

る
調
和
の
美
を
会
場
が
固
唾
を
呑
ん

で
見
守
る
中
、
発
射
し
た
矢
が
鋭
く

大
き
な
音
を
た
て
て
的
に
中
る
と
大

き
な
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。
二
番
、

三
番
と
順
に
行
射
が
続
く
た
び
に
大

き
な
声
援
と
拍
手
が
鳴
り
響
き
ま
し

た
。
そ
し
て
五
番
立
の
最
後
の
矢
が

的
に
吸
い
込
ま
れ
る
と
、
よ
り
一
層

大
き
な
歓
声
に
包
ま
れ
、
演
武
を
無

事
終
わ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
全

種
目
の
演
武
後
行
わ
れ
た
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
で
は
、
約
二
メ
ー
ト
ル
の
距

離
か
ら
弱
い
弓
で
矢
を
放
ち
ま
し
た
。

小
さ
い
子
供
か
ら
年
配
者
ま
で
、
弓

道
体
験
を
し
て
も
ら
い
、
的
に
中
る

た
び
に
歓
声
と
素
晴
ら
し
い
笑
顔
が

あ
り
ま
し
た
。

十
一
月
九
日
、
交
流
稽
古
会
は
ロ

シ
ア
全
土
か
ら
弓
道
愛
好
家
総
勢
三

十
七
名
が
集
結
し
盛
況
で
し
た
。
熟

練
度
は
初
心
者
か
ら
五
段
ま
で
と
幅

広
く
、
今
回
の
稽
古
会
を
心
待
ち

に
し
て
い
た
よ
う
で
し
た
。
一
日

だ
け
の
稽
古
会
で
し
た
が
、
国
や

言
葉
を
超
え
て
同
じ
弓
を
愛
す
る

仲
間
と
練
習
で
き
、
貴
重
な
経
験

と
な
り
ま
し
た
。
特
に
ロ
シ
ア
弓

道
連
盟
ア
キ
モ
フ
・
オ
レ
グ
会
長

は
セ
ミ
ナ
ー
か
ら
演
武
会
、
交
流

稽
古
会
ま
で
終
日
準
備
や
運
営
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
演
武
会
に
参
加
す
る
機

会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
日
本
武

道
館
を
は
じ
め
各
関
係
機
関
の

方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
武
道
が
世
界
に
広
が
る

よ
う
に
、
自
分
自
身
の
研
鑽
を
怠

ら
ず
、
弓
道
の
美
し
さ
、
素
晴
し

さ
の
紹
介
・
普
及
に
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

随筆

（536）
二
〇
一
四
年
日
露
武
道
交
流
年
記
念
ロ
シ
ア

連
邦
派
遣
日
本
武
道
代
表
団
に
参
加
し
て
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史
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一
昨
年
の
十
二
月
五
日
に
南
ア
フ

リ
カ
の
ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ
元
大

統
領
が
九
十
五
歳
で
死
去
し
た
と
い

う
ニ
ュ
ー
ス
は
、
み
な
さ
ん
、
よ
く

ご
存
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
わ
ず

か
一
〇
％
の
白
人
が
国
を
支
配
し
、

八
〇
％
も
い
る
先
住
民
の
黒
人
に
対

し
て
、
残
酷
な
差
別
や
虐
待
を
続
け

て
き
た
白
人
政
権
に
、
敢
然
と
立
ち

向
か
っ
た
マ
ン
デ
ラ
は
、
長
い
、
長

い
苦
し
い
日
々
を
乗
り
越
え
て
、
ア

パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
と
い

う
人
種
隔
離
政
策
を

撤
廃
さ
せ
、
南
ア
フ

リ
カ
の
民
主
化
を
成

功
さ
せ
ま
し
た
。
そ

れ
だ
け
に
、
彼
が
死

去
し
た
と
い
う
ニ

ュ
ー
ス
は
、
人
種
を

越
え
、
国
を
超
え
て
、

世
界
中
の
人
々
を
悲

し
ま
せ
ま
し
た
。
私

は
、
つ
い
最
近
ま
で
、

マ
ン
デ
ラ
は
、
こ
の

地
球
上
に
現
れ
て
き

た
偉
大
な
人
間
の
中

で
も
、
最
も
偉
大
な

人
間
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
最
近
、
南

ア
フ
リ
カ
の
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
撤
廃

の
た
め
に
命
を
か
け
て
、
マ
ン
デ
ラ

達
と
共
に
、
白
人
政
権
と
闘
っ
た
白

人
の
リ
ー
ダ
ー
が
い
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。彼
の
名
前
は
、デ
ニ
ス
・

ゴ
ー
ル
ド
バ
ー
グ
と
い
い
ま
す
が
、

デ
ニ
ス
に
は
、
家
庭
が
あ
り
、
妻
や

子
ど
も
が
い
た
の
で
す
が
、
家
庭
を

放
置
し
た
ま
ま
、
デ
ニ
ス
は
黒
人
差

別
撤
廃
の
た
め
に
、
自
分
の
全
精
力

を
つ
ぎ
込
み
ま
し
た
。（
こ
の
時
、

デ
ニ
ス
に
は
、
白
人
社
会
の
中
で
い

る
妻
子
は
自
分
が
い
な
く
て
も
生
き

て
い
け
る
と
い
う
『
よ
み
』
が
あ
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
）。
そ
し
て
、
マ

ン
デ
ラ
が
終
身
刑
を
言
い
渡
さ
れ
た

同
じ
裁
判
で
、
デ
ニ
ス
も
国
家
反
逆

罪
で
終
身
刑
を
言
い
渡
さ
れ
、
二
十

二
年
間
の
投
獄
生
活
を
お
く
り
ま
し

た
。デ

ニ
ス
が
刑
務
所
か
ら
出
て
き
た

時
、
刑
務
所
に
入
る
時
に
は
六
歳
だ

っ
た
息
子
は
、
二
十
八
歳
に
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
そ
の
二
十
八
歳
の
息

子
が
泣
き
な
が
ら
、
父
親
に
「
な
ぜ
、

自
分
た
ち
家
族
を
捨
て
た
の
か
」
と

た
ず
ね
ま
し
た
。
デ
ニ
ス
は
、「
お

前
と
同
じ
よ
う
に
他
の
子
ど
も
も
愛

し
て
い
た
か
ら
だ
」
と
話
し
て
聞
か

せ
た
…
…
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
と
き
、
息
子
は
ど
の
程
度
、
デ
ニ

ス
を
理
解
し
た
か
ど
う
か
は
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
心
優
し
い
人
で
あ
れ
ば
、

き
っ
と
、
父
親
を
許
す
日
が
来
る
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。
デ
ニ
ス
は
白
人

で
あ
り
、
白
人
社
会
の
中
で
、
ぬ
く

ぬ
く
と
幸
せ
に
生
き
る
こ
と
は
充
分

に
可
能
だ
っ
た
は
ず
な
の
に
、
そ
ち

ら
の
生
き
方
を
選
ば
ず
、
ア
パ
ル
ト

ヘ
イ
ト
撤
廃
の
た
め
に
、
命
を
か
け

て
、
苦
し
い
、
苦
し
い
生
き
方
を
選

び
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
私
た
ち
（
世

界
中
の
人
々
）
は
、
マ
ン
デ
ラ
の
偉

業
を
讃
え
つ
つ
も
、
デ
ニ
ス
の
よ
う

な
生
き
方
を
し
た
、
ご
く
少
数
の
白

人
の
人
た
ち
の
こ
と
を
、
も
っ
と
も

っ
と
、
高
く
評
価
し
て
あ
げ
る
べ
き

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
、
そ
の
よ
う
な
白
人
の
人
た
ち
は
、

あ
る
意
味
、
マ
ン
デ
ラ
よ
り
、
偉
大

な
人
物
で
は
な
い
か
、
と
さ
え
思
え

る
か
ら
で
す
。
デ
ニ
ス
の
よ
う
な
生

き
方
は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
の
中

で
、
よ
く
見
ら
れ
る
「
自
己
中
」
な

生
き
方
の
全
く
正
反
対
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
か
ら
で
す
。
ま
さ
に
、

「
自
己
犠
牲
」
と
い
う
べ
き
生
き
方

で
あ
り
、
神
様
・
仏
様
の
よ
う
に
立

派
す
ぎ
て
、
私
た
ち
に
は
、
な
か
な

か
真
似
は
出
来
ま
せ
ん
。
…
…
し
か

し
、
私
た
ち
に
も
出
来
る
こ
と
が
少

し
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ

は
、
自
分
な
り
の
「
自
己
中
か
ら
の

脱
出
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
た
ち

の
身
の
回
り
の
ト
ラ
ブ
ル
を
見
て
い

る
と
、
当
事
者
た
ち
の
「
自
己
中
」

が
原
因
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
非
常

に
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
だ
か

ら
、
私
た
ち
が
、
家
庭
で
も
、
職
場

で
も
「
自
分
の
損
得
」
や
「
目
先
の

利
益
」
を
優
先
し
た
生
き
方
を
す
る

の
で
な
く
、
常
に
周
り
の
人
た
ち
に

対
し
て
、
今
ま
で
以
上
に
、
自
分
に

出
来
る
範
囲
で
、
相
手
に
配
慮
し
た

生
き
方
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
と
、

こ
の
世
の
中
は
、
ず
い
ぶ
ん
と
明
る

く
、
楽
し
く
な
っ
て
く
る
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。有
名
な
宮
沢
賢
治
の『
雨

に
も
負
け
ず
』
と
い
う
詩
の
中
に
は
、

「
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
自
分
を
勘
定
に

入
れ
ず
に
、
よ
く
見
聞
き
し
…
…
」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ジ
ョ

ン
万
次
郎
を
助
け
た
ア
メ
リ
カ
人
の

ホ
イ
ッ
ト
・
フ
ィ
ー
ル
ド
船
長
も

「
ど
ん
な
時
も
、
他
人
の
幸
せ
に
役

す
べ

立
つ
術
を
考
え
て
ほ
し
い
」
と
述
べ

て
い
た
そ
う
で
す
。

じ

こ

ち
ゅ
う

「
自
己
中
」
か
ら
の
脱
出

北
島
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会
会
長

下

山

武

夫
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第第
一一
回回
社社
協協
会会
長長
杯杯

「「
囲囲
碁碁
ボボ
ーー
ルル
大大
会会
」」開開
催催
のの
案案
内内

囲
碁
ボ
ー
ル
は
、
ゴ
ル
フ
の
パ

タ
ー
感
覚
で
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で

楽
し
め
、
四
九
個
の
目
に
白
・
黒
各

十
個
の
ボ
ー
ル
を
打
ち
込
み
五
目
並

べ
を
競
い
合
う
頭
も
身
体
も
使
う
事

が
出
来
る
奥
深
い
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。

日

時

一
月
二
十
七
日
㈫

受
付

十
三
時
〜

開
始

十
三
時
三
十
分

場

所

役
場
七
階

大
ホ
ー
ル

参
加
費

百
円
（
保
険
代
）

準
備
物

動
き
や
す
い
服
装
・
飲
物

定

員

先
着
八
〇
名

北
島
町
内

在
住
の
六
十
歳
以
上
の
方

一
チ
ー
ム
（
五
名
以
内
）
で
お
申

し
込
み
頂
く
か
、
お
一
人
で
も
お
申

し
込
み
頂
け
ま
す
が
、
混
合
チ
ー
ム

に
な
り
ま
す
。

申
込
先

一
月
九
日
か
ら
二
十
一
日

ま
で
に
、
お
名
前
・
ご
住
所
・
ご
連

絡
先
を
ご
記
入
頂
き
、
北
島
町
社
会

福
祉
協
議
会
事
務
局
（
☎
六
九
八
―

八
九
一
〇
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「もうチェックした？」
徳島県最低賃金

時間額679 円

平成26年10月1日から
下記の産業には、特定最低賃
金が決められています。

（お問合せ先）
徳島労働局労働基準部賃金室
(☎652―9165）又は最寄りの
労働基準監督署まで

時間額

798円
827円
792円

造作材・合板・建築用
組立材料製造業
はん用機械器具、生
産用機械器具、業務
用機械器具製造業
電子部品・デバイス・
電子回路、電気機械
器具、情報通信機械
器具製造業
※特定最低賃金の効力発生日は平成26年
12月21日

2015．1 町報 （１６）



創
世
ホ
ー
ル
名
画
鑑
賞
会
⑳

「
ペ
コ
ロ
ス
の
母
に
会
い
に
行
く
」

日
時
▼
一
月
十
七
日
㈯

二
回
上
映

①
十
時
半
〜

②
十
四
時
〜

会
場
▼
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
大
学
生
・
一
般
／
前
売
一
、

〇
〇
〇
円（
当
日
一
、
三
〇
〇
円
）、

小
・
中
・
高
、
シ
ニ
ア
（
六
十
歳

以
上
）は
当
日
の
み
一
、〇
〇
〇
円

作
品
▼
「
ペ
コ
ロ
ス
の
母
に
会
い
に

行
く
」（
二
〇
一
三
、
日
本
）
出

演＝

岩
松
了
、
赤
木
春
恵
ほ
か

監
督＝

森
崎
東

原
作＝

岡
野
雄

一

脚
本＝

阿
久
根
知
昭

主
催
▼
創
世
ホ
ー
ル
名
画
鑑
賞
会
実

行
委
員
会（
☎
六
九
八
・
一
一
〇
〇
）

■
認
知
症
の
母
み
つ
え
と
バ
ツ
イ

チ
・
ハ
ゲ
ち
ゃ
び
ん
の
僕
■
い
と
お

し
く
て
、
ホ
ロ
リ
切
な
い
僕
ら
の
毎

日
■
全
く
新
し
い
介
護
喜
劇
映
画
が

こ
こ
に
誕
生
！

山
田
太
一
講
演
会
「
こ
ん
な
家
族
を

書
き
ま
し
た
〜
『
早
春
ス
ケ
ッ
チ

ブ
ッ
ク
』
が
め
ざ
し
た
も
の
」

日
時
▼
二
月
八
日
㈰
十
四
時
半
開
演

会
場
▼
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
無
料

講
師
▼
山
田
太
一
（
脚
本
家
、
作
家

八
十
歳
）

演
題
▼
「
こ
ん
な
家
族
を
書
き
ま
し

た
〜
『
早
春
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
』

が
め
ざ
し
た
も
の
」

主
催
▼
図
書
館
・
創
世
ホ
ー
ル

■
恒
例
の
創
世
ホ
ー
ル
講
演
会
に

「
男
た
ち
の
旅
路
」「
そ
れ
ぞ
れ
の

秋
」「
ふ
ぞ
ろ
い
の
林
檎
た
ち
」
な

ど
の
脚
本
家
・
山
田
太
一
さ
ん
が
登

場
■
戦
後
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
の
極
北
と

い
わ
れ
、
熱
狂
的
な
支
持
者
を
持
つ

伝
説
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
早
春
ス
ケ

ッ
チ
ブ
ッ
ク
」（
一
九
八
三
年
一
〜

三
月
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
系
放
映
）
に
つ

い
て
語
る
■
徳
島
で
山
田
太
一
さ
ん

の
講
演
を
き
く
機
会
は
、
お
そ
ら
く

二
度
と
あ
り
ま
せ
ん
。
多
数
ご
参
集

下
さ
い
■
詳
細
は
本
号
挟
み
込
み
チ

ラ
シ
ご
参
照
。

お
は
な
し
ワ
ン
ワ
ン
く
ら
ぶ

■
毎
週
日
曜
日
午
前
十
一
時
か
ら
、

図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー
で
楽
し

い
お
は
な
し
会
を
し
て
い
ま
す
。

■
毎
月
第
三
日
曜
日
に
は
手
話
が
つ

き
ま
す
。

■
図
書
館
に
新
し
く
入
っ
た
本
の
一

部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

《
児

童

書
》

●
真
央
侑
奈
『
ぜ
ん
ぶ
あ
た
る
！

心
理
テ
ス
ト
＆
名
前
う
ら
な
い
』
池

田
書
店

●
マ
ラ
ラ
・
ユ
ス
フ
ザ
イ
『
マ
ラ

ラ
』
岩
崎
書
店

●
あ
ん
び
る
や
す
こ
『
ハ
ー
ブ
い
っ

ぱ
い
の
ク
リ
ス
マ
ス
』
ポ
プ
ラ
社

●
日
本
児
童
文
学
者
協
会
『
な
き
む

し
オ
バ
ケ
5
つ
の
お
話
』
文
溪
堂

●
床
丸
迷
人
『
五
年
霊
組
こ
わ
い
も

の
係
③
』
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

●
あ
き
や
ま
た
だ
し
『
ほ
し
い
も
マ

ン
』
佼
成
出
版
杜

●
や
ぎ
た
み
こ
『
ほ
げ
ち
ゃ
ん
ま
い

ご
に
な
る
』
偕
成
社

《
一

般

書
》

●
お
か
ん
メ
ー
ル
制
作
委
員
会
『
お

か
ん
メ
ー
ル
②
』
扶
桑
社

●
深
田
久
弥
『
名
も
な
き
山
へ
』
幻

戯
書
房

●
村
瀬
俊
介
『
市
販
薬
の
危
険
度
し

ら
べ
ま
し
た
』
三
才
ブ
ッ
ク
ス

●
市
川
哲
也
『
密
室
館
殺
人
事
件
』

東
京
創
元
社

●
川
村
元
気
『
億
男
』
マ
ガ
ジ
ン
ハ

ウ
ス

●
堂
場
瞬
一
『
埋
れ
た
牙
』
講
談
社

●
永
本
一
力
『
べ
ん
け
い
飛
脚
』
新

潮
社

▲シンボルマーク

北
島
町
立
図
書
館
・

創
世
ホ
ー
ル
だ
よ
り

北
島
町
生
涯
学
習
成
果
発
表
会

日
時
▼
二
月
十
五
日
㈰
十
時
二
十
分

開
会

会
場
▼
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
無
料

主
催
▼
北
島
町
教
育
委
員
会

（
☎
六
九
八
・
九
八
一
二
）、

北
島
町
文
化
協
会

たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
ばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばば
ここここここここここここここここここここここここここここここここここここ
はははははははははははははははははははははははははははははははははははは
町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内
でででででででででででででででででででででででででででででででででででで

買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
まままままままままままままままままままままままままままままままままままま
しししししししししししししししししししししししししししししししししししし
ょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょ
うううううううううううううううううううううううううううううううううううう

あ
な
た
の
買
っ
た
た
ば
こ
1
個

か
ら
1
0
5
円
24
銭
が
た
ば
こ
税

と
し
て
町
に
収
入
さ
れ
ま
す
。

北
島
町

図書館の休館日
2月

2日㈪
9日㈪
11日（水・祝）
16日㈪
19日（第3木・

館内整理日）
23日㈪

1月

1日㈭～5日㈪
12日（月・祝）
13日（火・振替休）
15日（第3木・

館内整理日）
19日㈪
26日㈪

☎
六
九
八
・
一
一
〇
〇

「ペコロスの母に会いに行く」の一場面

山田太一さん

2015．1 町報（１７）
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中村 竹内 宏「サンフラワードームでの
ふれあい会」町報フォトグラフィ

カメラ FINE PIX HS30
シャッター 1／７０
絞り値 F8
フィルム デジタル
ISO感度 400

撮影
データ 小さな子どもたちの元気な声で賑わっていた。

板板野野東東部部フファァミミリリーー・・ササポポーートト・・セセンンタターー

ふふぁぁみみささぽぽ＊＊よよっっとといい DDaayy！！！！北北島島町町
板野郡内の皆様の町でファミリー・サポート・センターをもっと知っていただくために、楽しくた
めになる企画と共にファミサポ説明・登録会をおこなっています。どなたでもご参加ください。
ペットボトルキャップでショコラマグネットをつく
りましょう。
日 時：平成27年1月28日㈬ 10：00～11：30
場 所：北島町総合庁舎6F
定 員：20人 参加無料（託児はありません）
申込み：板野東部ファミリー・サポート・センター

☎693―3033
北島町民生児童課 ☎698―9802

町報発行／北島町公報委員会 〒771‐0285北島町中村字上地23‐1 毎月10日発行 印刷／徳島県教育印刷㈱ 2015．1 第816号 （１８）
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